
生活者ネットワークの活動リポート　No.94

　自公の反対の中、賛成多数で可決。しかし、「よもや賛成?!」と
思える討論を行った公明。おまけに自民、公明とも一部議員が採決
の時退席するという異例事態。拙速な建て替え強行に議会もNO！

　ネットは賛成。

「市民会館、中央図書館・田無公民館の３館合築複合化に
ついては、時間をかけ慎重に検討することを求める決議」可決

2014年度一般・特別会計決算認定

　10月からマイナンバーの通知カード送付が始まった。どれだけセキュリ
ティを完備しても個人情報漏えいのリスクが防ぎきれないこと、利用範囲が
際限なく拡大する可能性があること、システム設計とセキュリティ対策費用
が半永久的に自治体財政を圧迫することなどから、ネットは反対。しかし、
賛成多数で可決した。マイナンバーは国の法定受託事務だが、あまりに過剰
な負担の押し付けに対しては、自治体からＮＯの声をあげていくことも必要だ。

マイナンバー制度導入にともなう特定個人情報保護条例案に反対

も
っ
と
学
校
給
食
に 

市
内
産
農
産
物
の
利
用
を

安
定
供
給
の 

し
く
み
づ
く
り
が
課
題

　

野
菜
の
お
い
し
さ
を
決
定
づ
け
る
の
は
鮮
度
で

す
。
ま
た
収
穫
後
一
秒
ご
と
に
栄
養
素
は
失
わ
れ

て
い
き
ま
す
。
学
校
給
食
に
、
市
内
産
農
産
物
を

使
用
す
る
こ
と
は
、お
い
し
く
て
栄
養
素
が
高
く
、

フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
は
小
さ
く
、
児
童
生
徒
や
市

内
農
業
者
や
地
球
環
境
に
と
っ
て
良
い
こ
と
で

す
。

　

現
在
、
市
内
の
公
立
小
中
学
校
の
給
食
に
は
、

市
内
産
農
産
物
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
40
品
目
も
納
入
さ
れ
、
全
農
産
物
購
入
金
額
の

約
11
％
は
市
内
農
産
物
で
す
。
た
だ
こ
れ
は
全
校

平
均
で
、
実
際
は
納
入
品
目
も
2
品
目
か
ら
31
品

目
、
購
入
金
額
も
2
％
か
ら
23
％
ま
で
と
、
学
校

に
よ
り
バ
ラ
つ
き
が
あ
り
ま
す
。
理
由
と
し
て
、

西
東
京
市
の
農
業
の
特
徴
が
少
量
多
品
目
生
産
で

あ
り
、
調
理
食
数
が
多
い
学
校
で
は
契
約
し
て
い

る
農
業
者
の
出
荷
量
で
は
対
応
で
き
な
い
場
合

や
、
他
の
学
校
と
の
注
文
が
重
な
り
出
荷
量
が
集

ま
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
ま
ず
給
食
に
納
入
す
る
生
産
者
を
増

や
す
こ
と
と
、
天
候
不
順
で
の
欠
品
を
カ
バ
ー
で

き
る
よ
う
農
協
な
ど
と
提
携
し
、
栄
養
士
、
生
産

者
も
安
心
で
き
る
し
く
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

生
産
者
の
参
入

機
会
を
広
げ
る

取
り
組
み
を
！

　

給
食
に
イ
ベ
ン
ト
的

に
全
校
一
斉
「
地
場
野

菜
の
日
」な
ど
を
作
り
、

給
食
に
納
入
登
録
を
し

て
い
な
い
生
産
者
が
試

験
的
に
納
入
す
る
機
会

を
作
り
、
生
産
者
の
理

解
を
得
る
こ
と
も
有
効

だ
と
思
い
ま
す
。

　

な
か
な
か
道
の
り
は
険
し
そ
う
で
す
が
、
給
食

へ
の
納
入
で
出
荷
先
が
安
定
す
れ
ば
、
後
継
者
や

緑
地
の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
都
市
農
業
の
強
み
で
あ
る

生
産
と
消
費
の
距
離
の
近
さ
で
顔
が
見
え
る
関
係

を
実
感
で
き
、
ま
た
児
童
生
徒
が
農
作
業
を
体
験

す
る
機
会
に
な
る
な
ど
好
影
響
が
期
待
さ
れ
ま

す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
大
筋
合
意
さ
れ
た
と
報
道
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
農
業
者
が
減
り
、
低
い
食

料
自
給
率
が
さ
ら
に
大
幅
に
下
が
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
今
後
食
の
安
全
を
守
る
た
め
の

規
制
や
基
準
が
不
十
分
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
気
づ
け
ば
、
私
た
ち
が
食
べ
た
い
、
食
べ
さ

せ
た
い
と
望
む
農
産
物
の
作
り
手
が
い
な
く
な
る

懸
念
が
あ
り
ま
す
。
市
の
「
第
二
次
農
業
振
興
計

画｣

に
も
後
継
者
の
確
保
と
相
続
時
の
農
地
減
少

が
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
積
極
的
に
地
場
野
菜

を
食
べ
る
こ
と
で
、
都
市
農
業
を
再
評
価
し
、
農

地
や
担
い
手
を
守
り
育
て
て
い
く
施
策
を
進
め
る

よ
う
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。�

（
後
藤
ゆ
う
子
）

後藤ゆ
う子と 

 

 かとう
涼子
の

議会報
告

　

西
東
京
市
の
不
登
校
の
子
ど
も
の
人
数
は
、
昨
年

度
、
小
学
生
53
人
、
中
学
生
１
２
５
人
、
１
中
学
校

あ
た
り
実
に
13
・
8
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。
不
登
校
の

定
義
は
「
30
日
以
上
欠
席
が
続
く

児
童
生
徒
」
と
さ
れ
て
お
り
、
数

字
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
不
登
校

ぎ
み
の
児
童
生
徒
は
さ
ら
に
多
い

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
学

校
に
対
す
る
漠
然
と
し
た
不
安
感

や
無
気
力
な
ど
が
理
由
で
、
不
登

校
に
つ
な
が
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
“
小
さ

な
つ
ま
づ
き
”を
早
期
に
発
見
し
、

的
確
か
つ
継
続
的
に
支
援
す
る
体

制
づ
く
り
が
不
可
欠
で
す
。
し
か

し
保
護
者
か
ら
は
、「
学
校
内
部

で
の
引
継
ぎ
や
連
携
の
悪
さ
」
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
も

含
め
た
組
織
的
対
応
に
加
え
、
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
び
育
ち

合
う
場
と
し
て
学
校
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
子
ど
も

目
線
に
立
っ
て
点
検
し
、
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　

�

（
か
と
う
涼
子
）

　

待
機
児
童
対
策
等
に
と
も
な
う
公
費
の
増

加
と
適
正
負
担
を
理
由
に
、
保
育
料
見
直
し

に
関
す
る
条
例
案
が
行
政
か
ら
示
さ
れ
ま
し

た
。
認
可
保
育
園
を
利
用
す
る
方
々
に
対
し

て
は
、
負
担
増
を
求
め
る
見
直
し
で
す
。
苦

渋
の
選
択
で
し
た

が
、
審
議
の
末
、
ネ

ッ
ト
は
条
例
案
に
賛

成
し
ま
し
た
。

　

一
つ
め
の
理
由

は
、
保
育
に
か
か
る

行
政
コ
ス
ト
が
年
々
増
加
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
高
ま
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
市
は
こ

の
４
年
間
で
認
可
保
育
園
を
新
た
に
７
つ
開

園
し
ま
し
た
。
建
設
費
に
加
え
、
認
証
保
育

園
や
地
域
型
保
育
園
を
含
め
た
計
59
の
園
を

運
営
・
修
繕
し
、
保
育
の
質
を
維
持
し
て
い

く
た
め
に
は
財
源
対
策
が
不
可
欠
で
す
。

　

二
つ
め
の
理
由
は
、
認
可
保
育
園
へ
の
公

費
負
担
と
、
認
可
外
保
育
園
や
幼
稚
園
へ
の

公
費
負
担
の
格
差
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
認
可
保
育
園
に
通
う
子
ど
も
一
人
あ

た
り
の
コ
ス
ト
は
月
13
万
７
３
９
８
円
、
こ

の
う
ち
利
用
者
の
保
育
料
の
平
均
額
は
１
万

８
６
３
６
円
で
、
そ
の
差
額
は
公
費
負
担
で

す
（
２
０
１
３
年
度
決
算
ベ
ー
ス
）。
し
か

し
幼
稚
園
に
通
う
子
、
在
宅
で
育
て
ら
れ
る

子
に
も
、
行
政
は
等
し
く
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　

保
育
料
の
実
質
的
値
上
げ
は
、
２
０
０
４

年
以
来
行
わ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、「
子

ど
も
・
子
育
て
新
制
度
」
で
す
べ
て
の
子
ど

も
を
対
象
と
す
る
支
援
の
枠
組
み
が
で
き
た

こ
と
も
あ
り
、
こ

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

の
一
定
の
公
平
化
、

平
準
化
は
や
む
を

得
な
い
と
判
断
し

ま
し
た
。

　

不
況
な
ど
の
影
響
で
世
帯
年
収
が
下
が
る

中
、
利
用
者
へ
の
影
響
を
注
視
し
つ
つ
、
待

機
児
童
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
地
域
で
支
え
る
制
度
・
政
策

づ
く
り
を
着
実
に
具
体
化
し
て
い
き
ま
す
。

�

（
か
と
う
涼
子
）

フードマイレージとは……
農作物などが収穫された場所から食卓に届くまでに、二
酸化炭素がどれだけ排出されるかを示したもの。生産地
から消費地までの距離が遠いほど、環境への負荷は高ま
る。食べ物の６割を輸入に頼る日本は、フードマイレー
ジが先進国の中でもトップクラスと言われている。
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保
育
料
見
直
し
に
関
す
る
条
例
案
が
可
決

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
届
く

支
援
の
拡
充
を

不登校の子どもを
継続的に支える体制づくりを

他
の
植
生
を
ま
も
る
た
め
の
「
ワ
ル

ナ
ス
ビ
抜
き
取
り
作
戦
」
に
参
加
（
西

東
京
い
こ
い
の
森
公
園
）

子
ど
も
女
性
部
会
で
地
域
の

課
題
の
話
し
合
い


